
◎主な内容
鹿角街道からまちおこしを考える（関連２～３㌻）

山賊まつりで秋のにぎわいを満喫（関連４㌻）

フィールドXレースでスポーツの秋を楽しむ（関連５㌻）

大更駅前のにぎわい創出イベント はちマルシェを初開催（関連６㌻）

中学校新人大会の結果（関連７㌻）

◎表紙

農
みのり
と輝

ひかり
の大地―八幡平市

広
報
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と
う
ほ
く
街
道
会
議
第
18
回
交
流
会
八

幡
平
大
会
は
10
月
6
、7
の
両
日
、新
安
比
温

泉
静
流
閣
で
開
か
れ
、東
北
各
地
か
ら
街
道

好
き
な
ど
約
1
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
初
日
は
平
泉
世
界
遺
産
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ

ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
る
八
重
樫

忠た
だ
お郎

さ
ん
が「
奥
州
藤
原
氏
か
ら
始
ま
る
八

幡
平
地
域
の
歴
史
と
街
道
」と
題
し
基
調
講

演
。
奥
州
藤
原
氏
と
鹿
角
街
道
の
つ
な
が
り

を
地
形
の
資
料
な
ど
を
用
い
な
が
ら
解
説

し
ま
し
た
。
ま
た
、
良
好
な
状
態
で
保
存
さ

れ
て
い
る
鹿
角
街
道
沿
い
の
史
跡
に
つ
い

て
も
触
れ「
地
元
の
人
が
地
域
に
残
っ
て
い

る
史
跡
な
ど
か
ら
歴
史
を
知
り
、
誇
り
を

培
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
そ
の
き
っ
か

け
を
つ
く
る
こ
と
が
大
事
。
平
泉
も
そ
う

い
っ
た
地
道
な
活
動
が
実
を
結
び
世
界
遺

産
に
登
録
さ
れ
た
」と
経
験
を
語
り
ま
し
た
。

鹿
角
街
道
か
ら
ま
ち
お
こ
し

と
う
ほ
く
街
道
会
議 

第
18
回
交
流
会
八
幡
平
大
会
が
本
市
で
開
催

参加してみて どうでしたか

東
北
の
各
地
で
歴
史
あ
る
街
道
の
魅
力
や
活
用
方
法
を
話
し
合
う
た
め

とうほく街道会議 会長

　
と
う
ほ
く
街
道
会
議
は
地
元
の
歴

史
や
文
化
、風
土
や
自
然
豊
か
な
景
観

な
ど
、美
し
い
故
郷
を
次
の
世
代
に
引

き
継
い
で
い
く
た
め
の
活
動
を
し
て

い
る
人
た
ち
の
、交
流
や
連
携
を
図
る

場
所
を
作
る
団
体
で
す
。
毎
年
、各
県

持
ち
回
り
で
会
議
を
開
い
て
お
り
、岩

手
県
で
は
、過
去
に
盛
岡
市
と
一
関
市

で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
鹿
角
街
道
は
歴
史
的
に
非
常
に
素

晴
ら
し
い
と
こ
ろ
で
、
七
時
雨
山
な

ど
鹿
角
街
道
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
に
あ
た

る
と
こ
ろ
が
八
幡
平
市
に
は
現
存
し

ま
す
。市
特
有
の
漆
文
化
、郷
土
料
理

な
ど
の
食
文
化
と
い
っ
た
歴
史
的
経

緯
や
、
地
域
の
風
土
に
根
ざ
し
た
文

化
が
残
る
ま
ち
の
魅
力
を
他
県
の
人

に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
今
回
の
開

催
地
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
大
会
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
鹿

角
街
道
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
一
緒

に
考
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　もともと街道巡りが好き
だったこともあり、とうほく
街道会議には可能な限り参
加しています。
　今回特に車之走峠に興味
があり歩くのを楽しみにし
ていました。このコースは史
跡が多くて、とても面白かっ
たです。

花巻市から参加

柴崎 志
し が こ

賀子さん

秋田県から参加

阿部 明
あきひろ

広さん

Aコースを散策 Bコースを散策

宮原 育
い く こ

子さん

　今回参加してみて、次の世
代に街道を伝える活動とし
て、鹿角街道全体で統一した
道標を作ってみたら面白い
し、区間を分けての説明会な
どもあれば良いと感じまし
た。鹿角街道のさまざまな活
用方法を考えていければと
思いました。

　
基
調
講
演
の
後
、
鹿
角
街
道
を
活
用
し

た
ま
ち
お
こ
し
の
可
能
性
に
つ
い
て
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
地
域
独
自
の
豊
か
な
自
然
・
歴
史
文

化
を
体
験
す
る「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
」の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
、観
光
業
界
や
地
元
の
受
け
入

れ
側
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
意
見
を

出
し
合
い
ま
し
た
。

歴
史
的
資
源
の
活
用
方
法
を
考
え
る

鹿
角
街
道
の
歴
史
的
背
景
を
学
ぶ

開
催
さ
れ
て
い
る『
と
う
ほ
く
街
道
会
議
』。
今
回
は
本
市
に
歴
史
的
資
源

と
し
て
残
る
鹿
角
街
道
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
号
で
は
、
会
議
の
概
要
や
実
際
に
街
道
を
歩
き
当
時
に
思
い
を
は
せ

歴
史
的
資
源

を
考
え
る

県内外から街道好きや関係者が一堂に会し歴史的資源の活用について学ぶ

基調講演を行った八重樫 忠郎氏 これまでの活動をパネル展示で紹介

た
参
加
者
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
2
日
目
は
、
実
際
に
鹿
角
街
道
を
巡
る

探
訪
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
七
時
雨
一
里
塚
か
ら
曲
田
一
里
塚
ま
で

約
８
㌔
の
道
の
り
を
た
ど
る
A
コ
ー
ス
と
、

白
坂
観
音
堂
跡
を
見
学
し
た
後
、留
の
沢
一

里
塚
か
ら
七
時
雨
一
里
塚
の
間
の
約
４
㌔

を
た
ど
る
B
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
散
策
。参

加
者
は
街
道
や
街
道
沿
い
に
現
存
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
史
跡
を
巡
り
な
が
ら
、ガ
イ
ド
と

し
て
同
行
し
た
七
時
雨
ロ
マ
ン
の
会
、八
幡

平
歴
史
夢
街
道
の
会
、八
幡
平
市
博
物
館
友

の
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
会
員
に
よ
る
解
説
に

熱
心
に
耳
を
傾
け
、街
道
の
魅
力
に
浸
り
な

が
ら
歴
史
的
資
源
の
利
活
用
の
可
能
性
を

考
え
る
良
い
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　五日市コミセンは10月７日、とうほく街道会議の
開催に併せて荒沢漆器を紹介するイベントを主催。
漆器の展示や荒沢漆器に盛り付けた郷土料理を提
供したほか、安比塗漆器工房の工藤理

り さ
沙さんによる

漆器の歴史文化や種類などの講演も行われました。

留の沢一里塚

車之走峠

七時雨一里塚
安比塗

漆器工房

荒屋一里塚
曲田一里塚

←至盛岡

↑至鹿角

白坂観音堂跡

Ａコース：七時雨一里塚～
　　　　　荒屋一里塚～
　　　　　曲田一里塚

Ｂコース：白坂観音堂跡経由
　　　　　留の沢一里塚～
　　　　　七時雨一里塚

街
道
を
歩
き
史
跡
の
現
状
を
知
る

ガイドによる留の沢一里塚の解説に興味深げな参加者

両塚が現存している荒屋一里塚を見学追分碑の内容などの解説に聞き入る街道を歩き当時に思いをはせる

七時雨山
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ま
た
、
姉
妹
都
市
・
宮
古
市
の

桐き
り
た田
教の

り
お男
副
市
長
と
友
好
都
市

沖
縄
県
名
護
市
の
金き

ん
じ
ょ
う城
秀ひ

で
お郎
副

市
長
が
今
回
の
開
催
に
合
わ
せ

て
来
市
。
桐
田
宮
古
市
副
市
長
は

「
東
日
本
大
震
災
で
は
八
幡
平
市

か
ら
も
応
援
を
い
た
だ
き
、
相
互

に
連
携
し
て
き
ま
し
た
」と
交
流

の
積
み
重
ね
を
振
り
返
り
、
金
城

名
護
市
副
市
長
は「
お
互
い
の
ま

ち
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
重

要
で
、
今
回
の
交
流
を
通
し
て
、

友
好
関
係
を
よ
り
深
め
る
契
機

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」と

交
流
の
継
続
に
期
待
を
示
す
と

と
も
に
、
両
市
と
も
特
産
品
を
Ｐ

Ｒ
し
ま
し
た
。

９

７

４５

６
4／交流の継続に感謝を
述べる桐田宮古市副市長
5／沖縄の方言であいさつ
する金城名護市副市長と名
護さくらの女王　6／名護
市ブースでは、あぐー豚や泡
盛など特産品を販売・ＰＲ
789／まつりを楽しむ子
どもたち

　
八
幡
平
山
賊
ま
つ
り
は
、
10
月

７
日
か
ら
９
日
ま
で
の
３
日
間
、

市
さ
く
ら
公
園
イ
ベ
ン
ト
広
場
を

会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
元
年
か
ら
始
ま
っ
た
山
賊

ま
つ
り
は
、
今
回
で
35
回
目
。
７

日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
松
尾
中
吹
奏
楽
部
の
フ
ァ
ン

フ
ァ
ー
レ
が
秋
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト

の
開
始
を
告
げ
る
と
、
次
々
と
来

場
者
が
訪
れ
、
市
内
の
数
多
く
の

特
産
品
や
工
芸
品
、
宮
古
市
や
名

護
市
か
ら
出
店
さ
れ
た
海
産
物
な

ど
の
出
店
ブ
ー
ス
に
行
列
を
作
っ

た
ほ
か
、
吹
奏
楽
演
奏
や
民
謡
大

会
な
ど
ス
テ
ー
ジ
発
表
を
楽
し
む

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

八幡平で　の
賑わいを満喫
山賊まつりに２万人を超える来場者

８

　第17回フィールド X レース（市体育協
会主催）は10月8日、市総合運動公園多
目的運動広場で行われました。
　大会は、障害物のあるコースを走り抜
けゴールを目指す市発祥のレースで、全
国から約300人が出場。200㍍を走る単距
離部門（スプリント）と全長２㌔を周回
する長距離部門（ロング）の２部門で、男
女年代別に分かれてスピードを競いま
した。
　コースには、ハードルや丸太、林の中
の起伏が激しいルートなどが待ち構え、
選手たちは30～60種類に及ぶ障害物に
時折苦しい表情を見せながらも、会場の
声援に応えるように駆け抜けていきまし
た。最後まで走り切った選手たちは息
を弾ませ、達成感に満ち溢れた表情を
浮かべていました。

Intervew

自分の限界に挑む

　参加は３回目になります。
このような障害物レースの大
会は他には無く、面白いと思
います。
　フルマラソンを前提とした
普段の練習が結果につながっ
てうれしいです。　盛岡市

　10㌔の参加は今回が初め
てでしたが、最初から最後ま
でペース配分を考えながら走
ることができました。
　来年も高校県駅伝大会と日
程が重ならなければ参加した
いです。　雫石町

今野 太
た ろ う

郎さん 小野寺 理
おさむ

さん

一般男子10㌔ LFX（40歳未満）　優勝 一般男子4㌔ LFX（40歳以上）　優勝

第17回フィールド Ｘ レースを開催
クロス

の実
みのり

の特産品が

八幡平

３
３

1／多くの来場者で賑わう会場
2／屋台コーナーから美味し
そうな香りが漂う　3／柏台小
児童の八幡平太鼓演奏などス
テージ発表が連日祭りを盛り上
げた ２

宮古の幸さち
名護

盛りだくさん

１
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◎岩手地区中学校新人大会
（９月16・17日、市総合運動公園ほか）
掲載は３位まで（●内は順位）および
県大会出場者、敬称は省略
※◎印は県中学校新人大会出場

【サッカー】
❸西根・松尾（合同）

【バスケットボール】
▶男子　❶◎西根
▶女子　❷◎西根・西根一（合同）

【バレーボール】
▶男子　❶◎西根
▶女子　❷◎西根、❸松尾

【ソフトテニス】
◇団体
▶男子　❸◎西根
▶女子　❶◎西根一、❷◎西根、
❸◎松尾
◇個人
▶男子　❷◎（西根）角掛涼

りょうた

太・工藤
寛
ひ ろ む

睦ペア

▶女子　❶◎（西根一）小林桃
も も か

歌・畠
山あゆペア、❷◎（松尾）伊藤弥

み う

佑・
佐々木愛

あ い り

莉ペア
【卓球】
◇団体
▶男子　❸西根一
▶女子　❸安代

【ソフトボール】
❷松尾

【剣道】
◇団体
▶男子　❸◎西根

※入賞者以外の県大会出場者

【ソフトテニス】
◇個人
▶男子　（西根一）八重樫歩

あゆむ

・佐々木
颯
は や と

斗ペア
▶女子　（西根一）津志田咲

さ ら

来・水本
心
こ こ ね

寧ペア、（安代）田中美
み お

緒・立花
緋
ひ な

菜ペア

【卓球】
◇個人
▶男子　（西根）田村流

る き

輝、（西根一）
松浦淳

じゅんや

哉、田村衣
い り き

俐葵
【剣道】
◇個人
▶男子　（西根）石井慶

け い じ

治

◎県中学校新人大会
（９月９日、県営武道館）
※相撲競技は地区大会がないため県
大会の結果を掲載

【相撲】
◇団体
❶西根一
◇個人
▷個人選手権　❷（西根一）斎藤煌

こ う き

生
❸（西根一）佐々木大

ひ ろ と

翔
▷軽量級　❶（西根）工藤慧

さとし

先輩を超える

これからは自分たちの出番だ。

中学校
新 人 大 会 の

結 果

　チラシを見てイベントを知りま
した。お客さんも多く新鮮に感じ
ます。来年も開催してほしいです。
【にぎわい・交流拠点施設や屋根
付き公園の整備予定について】　
地元には子どもを遊ばせられる
場所が少なく、普段は盛岡や一戸
で子どもを遊ばせています。
屋根付き公園は、とてもうらやま
しいと思いました。岩手町在住

大巻 和
かずのり

紀さん

　JR大更駅前のにぎわいと交流拠点づくりを
目指す市主催のイベント「はちマルシェ」が10
月14日、（仮称）大更駅前顔づくり施設建設予
定地とその周辺道路で開かれました。
　イベントは、都市計画道路の一部を歩行者天
国として行われ、多数の屋台販売などのほか、
花巻おもちゃ美術館も出張。お気に入りの木の
おもちゃを手に夢中で遊ぶ子どもたちの姿が見
られ、来場者は屋台販売を味わったり、体験イ
ベントを楽しんだりしました。
　市は今回のイベント会場を予定地として、施
設の整備に向けた準備を進めています。

インタビュー
1 2／出張花巻おもちゃ
美術館は子どもたちに
大人気　3／道路おえ
かきで普段できない体験
をする来場者　4／お
気に入りの景品を狙う
射的体験　5／高所作
業車乗車体験では毎回
歓声が上がる

５

３

１２

４

を初開催
大更駅前にぎわい創出・交流イベント

駅前をもっと楽しく、もっとおいしく

07 06No.341 ◎2023．11.9



市役所からのHOT LINE 市役所からのHOT LINE

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

特
設
相
談
を
行
い
ま
す

　
市
は
人
間
関
係
な
ど
の
相
談
に

応
じ
、問
題
解
決
の
手
伝
い
を
す
る

た
め
、次
の
３
地
区
で
無
料
の
特
設

人
権
相
談
を
行
い
ま
す
。相
談
は
予

約
不
要
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
左
記
の
日
程
以
外
に
も
事
前
の

連
絡
で
対
応
が
可
能
で
す
の
で
、問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

新型コロナウイルス感染症が
疑われる場合の相談先

■発熱など症状がある場合は
　かかりつけ医またはいわて
健康フォローアップセンター
に電話相談を
▶いわて健康フォローアップ
センター（☎ 0570-089-005＝
24 時間対応）または可能な限
り平日・日中に外来対応医療
機関へ相談・受診

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　
本
市
に
寄
せ
ら
れ
た
厚
意
を
紹

介
し
ま
す
。

【
物
品
の
寄
付
】

　
９
月
21
日
、
馬
場
芳よ

し
み
ち道
様
か
ら

第
49
回
全
陶
展
大
賞
受
賞
作
品
と

第
９
回
菊
池
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
入
選

作
品
の
２
点
の
鉢
を
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

馬
場
様
は
旧
安
代
町
出
身
で
、

現
在
は
神
奈
川
県
平
塚
市
で
陶
芸

家
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
寄
贈
を
受
け
た
作
品
は
、

市
民
に
広
く
鑑
賞
し
て
も
ら
い
、

芸
術
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た

め
、
市
役
所
結
の
ひ
ろ
ば
で
展
示

を
行
い
ま
す
。

畜
産
飼
料
の
価
格
高
騰
対
策

補
助
金
申
請
を
受
け
付
け
中

　
市
は
飼
料
の
価
格
高
騰
に
よ
り

経
営
に
影
響
を
受
け
て
い
る
畜
産

経
営
体
を
支
援
す
る
た
め
、
畜
産

飼
料
高
騰
対
策
支
援
補
助
金
の
申

請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
対
象
者　
次
の
⑴
か
ら
⑶
ま
で
の

条
件
を
全
て
満
た
す
畜
産
経
営
体

⑴
市
内
に
住
所
ま
た
は
所
在
地
が

あ
る

⑵
家
畜
ま
た
は
養
殖
魚
を
飼
養

し
、
出
荷
に
よ
り
収
入
を
得
て
い

る
法
人
ま
た
は
個
人
事
業
者

⑶
今
後
も
事
業
を
継
続
す
る
意
思

が
あ
る

■
補
助
金
額
　
10
月
１
日
現
在
の

飼
養
頭
羽
数
に
応
じ
て
次
表
に
掲

げ
る
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。　

※
補
助
限
度
額
は
１
畜
産
経
営
体

当
た
り
1
0
0
万
円

■
申
請
方
法　
申
請
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
載
し
、
必
要
書
類
を
添

付
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵
送
に
よ

り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
用

紙
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ

区　分 金　額
乳用牛・
肥育牛 １頭当たり5,000円

繁殖牛 １頭当たり3,500円

豚 １頭当たり4,000円

鶏 １羽当たり110円

養殖魚 １畜産経営体当たり
10万円

ン
ロ
ー
ド
す
る
か
農

林
課
ま
た
は
西
根
・

安
代
各
総
合
支
所
か

ら
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。　

※
西
根
・安
代
各
総
合
支
所
で
の

申
請
受
け
付
け
は
行
い
ま
せ
ん
。

■
申
請
期
限　
11
月
30
日
㈭

■
申
請
受
付・問
い
合
わ
せ
先　
農

林
課
畜
産
係（
☎・内
線
１
3
3
5
） 詳細はこちら﻿

本
年
度
最
後
の
漢
字
検
定
に

挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会
の
漢

字
検
定（
漢
検
）を
、
市
教
育
振
興

運
動
推
進
協
議
会
と
平
舘
コ
ミ
セ

ン
が
共
催
で
実
施
し
ま
す
。

■
受
検
可
能
な
級　

２
級
か
ら

10
級

■
日
時　
令
和
６
年
１
月
20
日
㈯

午
前
10
時
か
ら
11
時

■
会
場　
平
舘
コ
ミ
セ
ン

■
申
込
書
の
配
布　
市
内
各
コ
ミ

セ
ン
ま
た
は
教
育
総
務
課

■
申
込
期
間　
11
月
14
日
㈫
か
ら

12
月
14
日
㈭
ま
で

■
申
し
込
み
先　

⑴
平
舘
コ
ミ
セ
ン

⑵
田
頭
コ
ミ
セ
ン

⑶
荒
屋
コ
ミ
セ
ン

■
問
い
合
わ
せ
先　
教
育
総
務
課

（
☎
・
内
線
1
3
6
7
）

■
問
い
合
わ
せ
先　
市
民
課
戸
籍

住
民
係（
☎
・
内
線
１
０
６
2
）

手
作
り
の
門
松
で

新
年
を
迎
え
よ
う

　
市
博
物
館
で
は
正
月
を
迎
え
る

た
め
の
縁
起
物
、
門
松
づ
く
り
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
日
時　

12
月
17
日
㈰
午
前
９

時
か
ら
正
午
ま
で

■
会
場　
市
博
物
館

■
対
象
者　
市
民（
18
歳
以
上
）

■
参
加
料　
無
料

■
定
員　
６
人

■
申
し
込
み
方
法　
問
い
合
わ
せ
先

に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間　
11
月
15
日
㈬
か
ら

11
月
30
日
㈭
ま
で

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」で

自
分
の
年
金
を
簡
単
確
認

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
い
つ
で

▶外来対応医療機関
は右のＱＲコードを
参照

■
展
示
期
間　
12
月
15
日
㈮
ま
で

※
市
役
所
結
の
広
場
で
の
期
間
終

了
後
は
安
代
総
合
支
所
で
の
展
示

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
文
化
ス
ポ
ー

ツ
課
生
涯
学
習
係（
☎
・
内
線

1
1
4
1
）

﻿受賞作品２点と寄贈した馬場さん（右）

一
定
面
積
以
上
の
土
地
の

取
引
を
し
た
ら
届
け
出
を

　
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
き
、

市
内
の
一
定
面
積
以
上
の
土
地
を

取
引
し
た
場
合
は
、
契
約
日
か
ら

2
週
間
以
内
に
市
へ
届
け
出
が
必

要
で
す
。

■
届
け
出
が
必
要
な
取
引
の
面
積

▼
都
市
計
画
区
域
内
の
場
合　

5
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

▼
都
市
計
画
区
域
外
の
場
合　

1
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

■
問
い
合
わ
せ
先　

企
画
財

政
課
秘
書
政
策
係
（
☎
・
内

線
１
２
１
４
）

空
き
家
・
宅
地
バ
ン
ク

活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
市
空
き
家・宅
地
バ
ン
ク
お
よ
び

全
国
版
空
き
家・空
き
地
バ
ン
ク
に

登
録
す
る
市
内
の
空
き
家
物
件
や

宅
地
物
件
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

　
市
内
に
あ
る
未
活
用
の
空
き
家

の
情
報
を
登
録
し
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
な
ど
で
広
く
周
知
す
る
こ
と

で
、
空
き
家
の
利
活

用
を
促
進
す
る
制
度

で
す
。

◎
宅
地
バ
ン
ク
制
度

　

市
内
で
住
宅
の
建
築
が
可
能

な
宅
地
を
登
録
し
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
な
ど
で
広
く
周
知
す
る
こ
と

で
宅
地
を
購
入
し

た
い
人
に
情
報
提

供
す
る
制
度
で
す
。

　
空
き
家
・
宅
地
バ
ン
ク
に
登
録

を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前
に
相

談
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち
づ
く

り
推
進
課
定
住
促
進
係（
☎
・

内
線
1
4
5
5
）

詳細はこちら﻿詳細はこちら﻿

　
市
は
市
内
に
お
い
て
結
婚
を
望

む
男
女
の
出
会
い
の
場
を
積
極
的

に
支
援
す
る
団
体
な
ど
に
、
交
流

会
な
ど
の
実
施
に
関
わ
る
費
用
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

■
補
助
対
象　
次
の
要
件
を
満
た

す
団
体
、
法
人
ま
た
は
個
人

⑴
市
内
に
住
所
ま
た
は
活
動
の
本

拠
が
あ
る

⑵
団
体
、法
人
の
場
合
は
代
表
者
、

個
人
の
場
合
は
そ
の
個
人
が
成
人

婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る

団
体
へ
費
用
を
一
部
助
成

で
あ
る

■
補
助
事
業　

▼
独
身
の
男
女
が
出
会
う
た
め
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
企
画
し
、
実
施

す
る
こ
と

▼
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
後
に
お
い
て
も

継
続
的
に
情
報
提
供
や
個
別
相
談
を

行
う
な
ど
の
支
援
が
あ
る
こ
と

▼
営
利
目
的
で
な
い
こ
と

■
補
助
額　
上
限
20
万
円
※
事
業

に
必
要
な
経
費
か
ら
会
費
、
そ
の

他
の
収
入
額
を
控
除
し
た
額

■
提
出
書
類　
申
請
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
載
し
、
事
業
計
画
書
、
収

支
予
算
書
な
ど
必
要
書
類
を
添
付

の
上
、
持
参
ま
た
は
郵
送
に
よ
り

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
用
紙

は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
か
地
域

福
祉
課
か
ら
交
付
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
福

祉
課
福
祉
総
務
係
（
☎
・
内

線
１
１
１
４
）

詳細はこちら﻿

将
来
の
年
金
見

込
額
の
確
認

通
知
書
の
確
認

も
ど
こ
で
も
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
自
分
の
年
金

情
報
を
確
認
で
き
る「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」の
利
用
を
お
勧
め
し
て

い
ま
す
。

　

自
分
の
年
金
記
録
の
確
認
の

ほ
か
、
将
来
の
年
金
見
込
み
額
の

確
認
や
各
種
通
知

書
の
確
認
な
ど
が

可
能
で
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か

ら
利
用
す
る
事
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

日
本
年
金

機
構
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
専
用
番

号（
☎
0
5
7
0
・
0
5
8
・

5
5
5
）、
市
民
課
国
保
年
金
係

（
☎
・
内
線
1
0
7
4
）

詳細はこちら﻿

﻿実際に登録されている市内の空き家

▼
日
時
　
12
月
５
日
㈫
午
前
９
時
か

ら
正
午
ま
で

▼
場
所
　
西
根
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

西
根
地
区

▼
日
時
　
12
月
４
日
㈪
午
前
９
時
か

ら
正
午
ま
で

▼
場
所
　
市
役
所
本
庁
舎

松
尾
地
区

▼
日
時
　
12
月
１
日
㈮
午
前
９
時
か

ら
正
午
ま
で

▼
場
所
　
荒
屋
コ
ミ
セ
ン

安
代
地
区

■
そ
の
他　
防
寒
着
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
博
物
館

（
☎
63
・
1
1
2
2
）

表 _補助金額の計算基準

09 08No.341 ◎2023．11.9No.341 ◎2023．11.9
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通
学
定
期
券
の
購
入
費
を

一
部
助
成
し
て
い
ま
す

　
市
は
通
学
に
関
わ
る
家
庭
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
学

生
の
通
学
定
期
券
購
入
費
の
一
部

を
補
助
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
公
共
交
通
機
関　

　
次
の
公
共
交
通
機
関
が
運
行
す

る
鉄
道
と
路
線
バ
ス

▼
J
R
東
日
本（
東
日
本
旅
客
鉄

道
）▼
I
G
R
い
わ
て
銀
河
鉄
道

㈱
▼
岩
手
県
交
通
㈱
▼
岩
手
県
北

自
動
車
㈱
▼
秋
北
バ
ス
㈱
▼

J
R
バ
ス
東
北
㈱

■
補
助
対
象
者
　
市
内
に
住
所
が

あ
り
、居
住
し
て
い
る
学
生（
小
学

校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
・
高
等

専
門
学
校・特
別
支
援
学
校
）の
保

護
者
※
専
門
学
校
・
短
期
大
学
・

大
学
へ
通
う
学
生
は
対
象
外

■
補
助
金
額
　
通
学
定
期
券
購
入

費
の
1
0
0
分
の
10
の
金
額（
10

円
未
満
は
切
り
捨
て
）

■
申
請
方
法　
定
期
券
販
売
窓
口

で
、有
効
期
間
が
終
了
し
た（
ま
た

は
更
新
す
る
）定
期
券
と
併
せ
て

申
請
書
を
提
示
し
、
購
入
証
明
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
複
数
の
交
通
機
関
を
利
用
し
て

い
る
場
合
は
、
交
通
機
関
ご
と
に

購
入
証
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
書
の
提
出
期
限　
定
期
券

使
用
期
間
が
切
れ
る
日
の
翌
年
度

４
月
30
日
ま
で

■
申
請
書
の
配
布　
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

ネ
ッ
ト
か
ら
申
告
で
き
る

e
L
T
A
X
が
便
利
で
す

　
市
は
e
L
T
A
X（
エ
ル
タ
ッ

ク
ス
）に
よ
る
電
子
申
告
、電
子
申

請
・
届
け
出
や
共
通
納
税
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
e
L
T
A
X
を

利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
窓
口
ま

で
足
を
運
ぶ
こ
と
な
く
、
自
宅
や

オ
フ
ィ
ス
な
ど
か
ら
直
接
手
続
き

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

る
か
教
育
総
務
課

ま
た
は
西
根
・
安
代

各
総
合
支
所
で
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
※
大
更

駅
、
好
摩
駅
、
岩
手
県
北
バ
ス
八

幡
平
営
業
所
で
も
交
付
し
て
い

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
教
育
総
務
課

総
務
係（
☎
・
内
線
1
3
6
3
） 詳細はこちら﻿

　

消
防
団
は
ま
ち
の
安
心
と
安

全
の
た
め
に「
自
ら
の
地
域
は
自

ら
で
守
る
」と
い
う
精
神
に
基
づ

き
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
組
織
で
す
。

　
災
害
時
は
、
消
火
活
動
や
救
助

活
動
、
水
防
活
動
な
ど
、
平
常
時

は
、
火
災
予
防
広
報
や
消
防
操
法

訓
練
、
救
命
講
習
、
消
防
機
械
器

具
点
検
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま

地
域
の
安
全
を
守
る

消
防
団
員
を
募
集
中

宝
く
じ
助
成
金
を
活
用
し

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化

　
（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
は

宝
く
じ
助
成
金
制
度
で
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備
品
な
ど
の

購
入
費
用
に
対
し
て
助
成
し
、
地

域
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

■
５
年
度
採
択
事
業　

▼
五
日
市
振
興
協
議
会　
除
雪
機

整
備

■
問
い
合
わ
せ
先　
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
地
域
振
興
係（
☎
・
内
線

１
4
5
3
）

地域福祉課児童福祉係 ☎・内線1101

子育てＮＥＷＳ

介護のココロ
　
成
年
後
見
制
度
は
、
認
知
症
や
障

が
い
な
ど
に
よ
り
、
物
事
を
ひ
と
り

で
決
め
る
こ
と
に
不
安
や
心
配
の
あ

る
人
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
本
人
を
法
律
的
に
保
護

す
る
制
度
で
す
。

　
家
庭
裁
判
所
か
ら
選
任
さ
れ
た
成

年
後
見
人
、
保
佐
人
ま
た
は
補
助
人

（
以
下「
後
見
人
」）が
本
人
に
代
わ
っ

成
年
後
見
制
度
を
も
っ
と
身
近
に

成
年
後
見
制
度
を
も
っ
と
身
近
に

制
度
利
用
に
必
要
な
費
用
を
助
成
し
ま
す

制
度
利
用
に
必
要
な
費
用
を
助
成
し
ま
す

市地域包括支援センター ☎・内線1088

内
に
あ
り
、
か
つ
、
本
人
が
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

▽
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
を
受
け

て
い
る

▽
単
身
世
帯　
年
間
の
収
入
見
込
額

が
１
２
０
万
円
以
下
で
あ
り
、か
つ
、

現
金
、
預
貯
金
そ
の
他
の
資
産
の
合

計
額
が
１
２
０
万
円
以
下

▽
２
人
以
上
の
世
帯　
年
間
の
収
入

見
込
額
が
１
７
０
万
円
以
下
で
あ

り
、
か
つ
、
現
金
、
預
貯
金
、
そ
の

他
の
資
産
の
合
計
額
が
１
７
０
万
円

以
下

▼
助
成
額　
家
庭
裁
判
所
が
決
定
し

た
額（
※
在
宅
の
場
合
は
月
２
万
８
千

円
、施
設
入
所
ま
た
は
入
院
の
場
合
は

月
１
万
８
千
円
を
上
限
）。

■
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

　

市
は
健
康
福
祉
課
・
地
域
福
祉
課

内
に「
八
幡
平
市
成
年
後
見
セ
ン

タ
ー
」を
開
設
し
、成
年
後
見
制
度
を

適
切
に
利
用
で
き
る
よ
う
相
談
や
支

援
を
し
て
い
ま
す
。

▼
利
用
時
間　
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
ま
で（
土
曜
日・日
曜

日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

■
成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
事
業

▼
助
成
の
対
象
者　
成
年
後
見
制
度

を
利
用
し
て
い
る
本
人
の
住
所
が
市

　近年、子どもの虐待に関する相談は全国的に増
加傾向にあります。県の児童相談所でも令和4年
度に1,717件の相談に対応しており、これまでで
一番多い件数となっています。
　全国のみならず、県内でも過去には虐待による
死亡事例が発生しており、社会全体で子どもの

「命」と「権利」そして「未来」を守っていく必要が
あります。
　最近は子どもの目の前でのDVによる心理的虐
待が増加傾向にあり、DVを見せられた子どもは
脳が萎縮するという研究結果も出ています。
　皆さんの周りで虐待が疑われる事例を見かけた

　本年も11月１日から「オレンジリボン・児童虐
待防止推進キャンペーン」が始まっています。
　市は、さまざまな機関からなるネットワークを
作り、いち早く「虐待を受けたと思われる子ども」
を見つけるために連携・協力しながら、虐待防止
に努めています。皆さんも、児童虐待問題に対す
る理解を深め、子どもたちを守りましょう。　
◆児童虐待とは

身体的虐待 殴る、蹴る、たたく、やけどを負わせる
などの行為

ネグレクト 食事を与えない、家に閉じ込める、自動
車の中に放置するなどの行為

性 的 虐 待 わいせつな画像を見せる、ポルノグラフ
ィの被写体にするなどの行為

心理的虐待 無視、暴言、子どもの目の前で家族に対
して暴力を振るう（ＤＶ）などの行為

ら、匿名で構わないので、児童相談所ま
たは市役所に連絡・相談をしてください。
連絡者や内容など、秘密は守られます。
◆連絡先　▶県福祉総合相談センター「児童相
談所」（☎019-629-9602・9605）▶市地域福祉課児
童福祉係（☎・内線1078、1101）▶全国共通の虐
待対応ダイヤル（☎189＝いちはやく）

て
い
ろ
い
ろ
な
契
約
や

手
続
き
を
す
る
際
に
お

手
伝
い
を
し
ま
す
。

■
制
度
の
利
用
に
必
要
な
報
酬

　
後
見
人
は
、
家
庭
裁
判
所
が
認
め

れ
ば
誰
で
も
な
る
こ
と
が
で
き
、
弁

護
士
な
ど
の
専
門
職
や
市
民
後
見
人

な
ど
親
族
以
外
の
人
が
選
ば
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
後
見

人
に
な
っ
た
人
に
本
人
の
財
産
か
ら

報
酬
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
市
は
報
酬
の
支
払
い
が
難
し
い
人

で
も
制
度
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
、

次
の
内
容
で
報
酬
に
対
す
る
助
成
を

し
て
い
ま
す
。

あなたしか　気づいてないかも　そのサインあなたしか　気づいてないかも　そのサイン
【児童虐待防止推進 本年の標語】

詳細はこちら﻿

詳細はこちら﻿

　
詳
し
く
は
、
地
方

税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ

ム
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
地
方
税
共
同

機
構
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク（
☎

0
5
7
0

・

0
8
1
4
5
9
）、税

務
課
市
民
税
係
（
☎
・
内

線
1
1
2
4
）

詳細はこちら﻿

す
。
あ
な
た
も
消
防

団
の
一
員
と
し
て
活

躍
し
ま
せ
ん
か
。

■
入
団
資
格　
市
内
に
居
住
ま
た

は
勤
務
す
る
18
歳
以
上
の
人

■
問
い
合
わ
せ
先　

防
災
安

全
課
消
防
防
災
係（
☎
・
内

線
１
２
６
３
）

詳細はこちら﻿
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月 Monday 火 Tuesday 水Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday 日 Sunday

常勤医の専門外来日、岩手医大・県立中央病院などの出張診療日
病院名 診療科目 診療日時

八幡平市立病院（☎７6-３１１1）

糖尿病内科 毎週火曜日　　　　　午前中
耳鼻科 毎週水曜日　　　　　午前中
循環器内科 毎週水曜日　　　　　１0：００～
心臓・血管外科 第２木曜日　　　　　午前中
血液内科 第３水曜日（奇数月）　１４：００～
脳神経外科 第１木曜日　　　　　１４：００～
神経内科 第３木曜日　　　　　１0：００～
整形外科 第１・３・５火曜日　 9：００～

安代診療所（☎７２-３１１５） 内科 第２木曜日　　　　　午前中
※八幡平市立病院の専門外来など（耳鼻科を除く）は、一般内科もしくは一般外科で初
診を受け、医師が必要と判断した場合、次回から予約受診になります。
※他医療機関に受診中の人は、紹介状が必要です。
※都合により変更・休診となる場合があります。事前に電話で確認してください。

休日救急当番医　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市内 鹿角（市外局番 0186）
東八幡平病院（☎78-2511） 福永医院（☎35-3117）
八幡平市立病院（☎76-3111） かづの厚生病院（☎23-2111）

大湯リハビリ病院（☎37-3511）
なかのクリニック（☎22-7335）

▶日曜・祝日の日中（9：00～17：00）　休日救急当番医へ
　日中の診療時間に受診できる人は、日中の時間内に受診しましょう。
　小児の受診を希望する場合は、事前に電話で確認してください。
▶夜間の症状が軽い場合（19：00～23：00）　盛岡市夜間急患診療所【内科】へ
　盛岡市神明町3-29、盛岡市保健所（☎ 019-654-1080）

休日当番薬局　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市内 鹿角（市外局番 0186）
柏台薬局（☎71-1001） 黒沢薬局（☎35-3200）※日曜・祝日開局
すみれ薬局（☎78-8075） 日本調剤鹿角薬局（☎30-1193）
大更調剤薬局（☎70-1320） 花輪調剤薬局（☎30-0066）
リリィ薬局西根店（☎78-8560） ファーマックスかづの薬局（☎30-0033）

小児救急入院受入当番病院　（当番日はカレンダー内の日付右側に記載しています）

病院名 電話番号
岩手県立中央病院（中央） 019-653-1151
盛岡赤十字病院（日赤） 019-637-3111
国立病院機構盛岡医療センター（国立） 019-647-2195
▶夜間の症状が重い場合（17：00～翌朝 9：00、土曜日は13：00（祝日の土曜日は 9：00）
から受け入れ）　小児救急入院受入当番病院へ
　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、休日救急当番医や盛岡市夜間急患診療
所が診療していない時間帯に急病の子どもを受け入れます。
　時間外受診が小児救急入院受入当番病院に集中すると、重症な子どもの治療に支障
を来す恐れがあります。症状が軽い場合は、盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。
※　新型コロナウイルス感染症への対応による変更
岩手医科大学付属病院（医大）が小児救急受入病院当番制から一時脱退しています。
今後の動向により変更の可能性がありますので、最新情報は盛岡市医師会のウェブ
サイトで確認してください。

11月20日〜12月17日

毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
か
ら
、エ
フ
エ
ム
岩
手
で
八
幡
平
・
岩
手
・
葛
巻
３
市
町
情
報
発
信
番
組「
H
i
k
i
n
g（
は
い
き
ん
ぐ
）レ
デ
ィ
オ
」を
放
送
し
て
い
ま
す
。

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

■博物館休館日
■定例行政相談　9：30～12：00
（大更コミセン、市役所本庁舎、
田山コミセン）

■図書館休館日
■企画展「くらべてみよう！
昔と大昔のくらしの道具」
（博物館）※26日まで

■市役所本庁窓口延長日　
17：15～19：00（市民課）
■姿勢改善エクササイズ　
10：00～11：00（市総合運動公
園体育館）
■のびのび健康体操教室　
10：00～11：00(田頭コミセン)

■勤労感謝の日
■市役所閉庁日

▶当番医（市内）東八幡平病院・
（鹿角）福永医院▶当番薬局（市
内）柏台薬局・（鹿角）黒沢薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■博物館休館日 ■図書館休館日
■離乳食教室【受付】　9：30～
9：40（市役所多目的ホール棟）

■市役所本庁窓口延長日　
17：15～19：00（市民課）

■図書館休館日（図書整理日） ■特設人権相談【安代地区】　
9：30～12：00（荒屋コミセン）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

■博物館休館日
■特設人権相談【松尾地区】　
9：30～12：00（市役所本庁舎）

■図書館休館日
■特設人権相談【西根地区】　
9：30～12：00（西根地区市民セ
ンター）
■チューブトレーニング　
10：00～11：00（市総合運動公
園体育館)
■乳児健診【受付】　13：00～
13：15（市役所多目的ホール棟）

■市役所本庁窓口延長日　
17：15～19：00（市民課）
■移動図書　12：50～14：50

（松尾地区内）
■３歳児健診【受付】　13：00～
13：30（市役所多目的ホール棟）

■広報はちまんたい発行日
■移動図書　13：00～14：40

（松尾地区内）

■のびのび健康体操教室　
10：00～11：00(田頭コミセン)

■市議会12月定例会・議案上
程ほか（予定）

■市議会12月定例会・一般質
問（予定）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■博物館休館日 ■図書館休館日
■干支のくるみ絵づくり　
9：00～12：00(田頭コミセン)
■１歳児健診【受付】　13：00～
13：15（市役所多目的ホール棟）
■移動図書　13：00～15：00
（荒沢地区）

■市役所本庁窓口延長日　
17：15～19：00（市民課）
■姿勢改善エクササイズ　
10：00～11：00（市総合運動公
園体育館）
■ 移 動 図 書 　 12：00～14：30　
（田山地区）
■１歳６カ月児健診【受付】　
13：00～13：30（市役所多目的
ホール棟）
■しめ飾りづくり講習会　　
13：30～（シルバー人材センター）
■２ 歳 ６ カ 月 児 歯 科 健 診　
【受付】　14：00～14：15（市役所
多目的ホール棟）

■チューブトレーニング　
10：00～11：00（旧安代保健セ
ンター)
■イルミネーション点灯式　
16:30～（平舘コミセン敷地）

■市議会12月定例会・一般質
問（予定）

■市議会12月定例会・一般質
問（予定）

■市議会12月定例会・議案審
議（予定）

■市議会12月定例会・休会
（予定）

■市議会12月定例会・委員長
報告ほか（予定）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■松ぼっくりで作るクリス
マスツリー　10：00～12：00

（博物館）

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）かづの厚生病院　
▶当番薬局（市内）すみれ薬
局・（鹿角）日本調剤鹿角薬局

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

■朗読劇「雪渡り」～宮沢賢治
没後9０年によせて～　14：00～
15：00（松尾ふれあい文化伝承
館）
■クリスマスお話会　14：30～
15：00（図書館）

■ 市 民 フ ッ ト サ ル 大 会　　　
9：00～13：00（アリーナまつお）
■クリスマスお話会　11：00～
11：30（図書館）
▶当番医（市内）東八幡平病院・
（鹿角）大湯リハビリ病院▶当
番薬局（市内）柏台薬局・（鹿
角）花輪調剤薬局

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■クリスマスお話会　11：00～
11：30、14：30～15：00(図書館)
■Story  T ime　15：00～
15：30（図書館）

■マイナンバー本庁窓口休日
臨時開庁　9：00~12：00（市民
課）
■スポーツ少年団活動発表会　
9：00～（市総合運動公園体育
館）
■クリスマスお話会　11：00～
11：30（図書館）
▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）かづの厚生病院▶当
番薬局（市内）大更調剤薬局・
（鹿角）ファーマックスかづの
薬局

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

■そば打ち体験　9：00～12：00
（博物館）
■クリスマスお話会　14：30～
15：00（図書館）

■門松づくり・ミニ門松づ
くり　9：00～12：00（博物館）
■クリスマスお話会スペシャ
ル　11：00～12：00（図書館）

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）なかのクリニック
▶当番薬局（市内）リリィ薬局
西根店・（鹿角）花輪調剤薬局

25	 26	

3	

9	 10	4	

11	

11/20	 21	 22	 24	

27	 29	 30	 12/1	

5	 6	 7	 8	

12	 13	 14	 15	 16	 17

28	

23	

2	

市税納期（納期限12月25日）　市県民税（第4期）、国民健康保険税（第6期）市税納期（納期限11月30日）　固定資産税（第4期）、国民健康保険税（第5期）

平舘青商会と平高美術部によるイルミネー
ション点灯式　12月14日㈭（平舘コミセン）

スキー場オープン　12月上旬（安比高原ス
キー場）、12月下旬（八幡平リゾートパノラ
マ・下倉スキー場）、12月下旬（田山スキー場）

ピ ッ ク ア プッイ トベン ※写真は過去の様子です 各種相談　※相談名欄に（要予約）と記載のある相談は、事前予約が必要

相談名 日時 場所 担当（予約先）
盛岡消費生活センター
出前相談会（要予約）

12月5日㈫ 
13：００～16：0０ 要相談 市民課

（☎・内線1066 ）
くらしとお金の安心
相談会（要予約）

12月15日㈮
10：0０～15：００ 要相談 市民課

（☎・内線1066 ）

年金相談（要予約） 12月14日㈭
10：００～15：3０ 市役所多目的ホール棟 盛岡年金事務所

（☎０１９-６２３-６２１１）

人権相談（要予約） 要相談 要相談 市民課
（☎・内線1062 ）

※特設人権相談、定例行政相談はカレンダー内に記載しています。
スポーツ少年団活動発表会で成果や実演
発表　12月10日㈰（総合運動公園体育館）

しめ飾りづくり講習会で新年を迎える準
備　12月13日㈬（シルバー人材センター）
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行事の内容など、詳しくは主催団体などにお問い合わせください。
◆掲載希望は発行月の前月10日までにご依頼ください。
◆掲載は、主催団体などを所管する市の担当課を通じ、依頼のあった記事
を優先します。
◆掲載の確約および採否の連絡はいたしかねます。
◆掲載文は市に一任していただきます。
◆営利目的の企業や団体からのお知らせは、広告枠をご利用ください。

裁判員候補者に通知
間もなく発送します

盛岡地方裁判所では、１１月中旬
に18歳以上の選挙権を有する人
の中から「くじ」で選ばれた裁判員
候補者に通知書を送ります。
　裁判員制度は、6人の裁判員が
刑事裁判に参加し、３人の裁判官
とともに被告人が有罪かどうか、

就農を志す人たちを支援 
特別専攻科入学生を募集

　盛岡農業高校では、働きながら
農業の知識を学べる６年度特別専
攻科入学生を募集します。週２日
登校で修業年限は２年間。畜産専
攻生は家畜人工授精師、受精卵移
植師の資格取得が可能です。
■応募資格　高等学校卒業者（見

■問い合わせ先　(公社)青年海外
協力協会JOCA東北（☎0223-
36-9851）※申し込み不要です。

送で回答してください。
■問い合わせ先　住生活総合調
査事務局（☎0120-169-037）※１１
月２１日㈫から１２月２８日㈭までの
午前10時から午後6時まで（日・
月曜日を除く）

■応募期間　11月13日㈪から27
日㈪まで
■問い合わせ先　同校特別専攻科

（☎019-688-4211）

詳細はこちら﻿

込みを含む）
■募集定員　20人
■試験日　12月6日㈬

若者のための就職相談会
適職診断も行っています

もりおか若者サポートステー
ションでは、15歳から４９歳まで
の人を対象に無料就職相談会を
開きます。
■日時　12月18日㈪　▶午後１時半
から　▶２時半から※いずれも１組
■場所　大更コミセン
■予約期限　12月14日㈭午後５時
■予約・問い合わせ先　同ステー
ション（☎019-625-8460）

■申請・問い合わせ先　（福）市社
会福祉協議会（☎74-4400）

福祉活動に直接使用する 
備品などの購入費を助成

　（福）県共同募金会では「６年度
福祉のまちづくり支援事業」を募
集します。
■対象団体　地域の福祉向上を目
的に活動するボランティア団体や
自治会など任意の住民グループ

詳細はこちら﻿

■申請期限　12月15日㈮
■助成額　1万円から20
万円まで

■問い合わせ先　同調査士会（☎
019-622-1276）

土地の境界問題で 
困っていませんか

　県土地家屋調査士会では、法務
局筆界特定室と合同で境界問題に
特化した合同相談会を開きます。
相談は無料で予約不要です。

詳細はこちら﻿

■日時　12月2日㈯午前
10時から午後4時まで
■場所　アイーナ８階

■問い合わせ先　県議会事務局政
策調査担当（☎019-629-6022）

県議会って何をするの
冬休み親子教室を開催

　県議会では、冬休み親子県議会
教室の参加者を募集します。
■日時　12月26日㈫
■場所　県議会議事堂ほか
■対象者　県内の小学校・義務教

詳細はこちら﻿

育学校に通う５・６年生
と保護者20組程度
■申込期限　11月30日㈭

検察審査員候補者として
選ばれた人に通知します
盛岡検察審査会では１１月中旬以

降、18歳以上の選挙権を有する人
の中から「くじ」で選ばれた検察審
査員候補者に通知書を送ります。
　検察審査会制度は、検察官が被
疑者を裁判にかけなかったこと

保育士資格があっても
保育所勤務を迷う人へ

　県保育士・保育所支援センター
では、保育士未経験・ブランクが
あり心配な人などを対象に出張相
談会を開きます。
■日時　①12月13日㈬、1月10日㈬
②12月15日㈮のいずれも午前10時
から正午まで
■場所　①ハローワーク盛岡
②ビッグルーフ滝沢
■問い合わせ先　同センター（☎
019-637-4544）※事前予約を推奨

住生活に関しての実態や 
意向・満足度などを調査

　国土交通省では12月1日時点
での住生活総合調査を行います。
住生活の安定・向上に係る施策を
推進する上で必要な調査です。
■対象世帯　10月に実施した住
宅・土地統計調査に回答した世帯
の中から抽出
■調査方法　対象となった世帯
に、11月下旬から調査票を郵送で
配布しますので、オンラインや郵

専門カウンセラーが 
悩みを受け止めます

　（一社）日本産業カウンセラー協
会東北支部県運営部では、無料相
談ダイヤルを開設しています。一
人で無理せず、ささいな悩みでも
気軽に相談を。守秘義務により相
談内容が漏れることはありません。
■日時　１２月8日㈮までの毎週
金曜日午後６時から９時まで
■相談先　同運営部（☎019-624-
0112）※通話料は相談者が負担

社会が求める国家資格 
危険物取扱者試験実施

　（一財）消防試験研究センター県
支部では、危険物取扱者試験を行
います。
■試験日　６年１月13日㈯、20日㈯
■試験地　盛岡市
■申請期間　▶電子申請　11月
21日㈫から28日㈫午後５時まで
▶ 書 面 申 請　11月24日㈮から１２
月１日㈮まで（消印有効）　

JICAボランティア 
募集説明会を開きます

　（独）国際協力機構では、JICA
海外協力隊2023年秋募集説明会を
開きます。
■日時　11月18日㈯午前11時か
ら午後４時まで
■場所　イオンモール盛岡２F

◎いわて認知症電話相談
認知症のことで悩んでいる人を

対象に、認知症介護経験のあるス
タッフが電話相談に応じます。
■相談時間　月曜から金曜日まで
の午前９時から午後５時まで（祝
日、年末年始除く）
■専用相談電話　0120-300-340

■問い合わせ先　同裁判所事務局
総務課（☎019-622-3350）

詳細はこちら﻿

有罪の場合、どのような
刑にするかを決める制
度です。

■問い合わせ先　同審査会事務局
（☎019-622-3391）

詳細はこちら﻿

の善しあしを、１１人の検
察審査員が審査する制
度です。

■問い合わせ先　同裁判所事務局
総務課（☎019-622-3350）

知的財産権の紛争解決に 
知財調停を利用できます

　知財調停とは、ビジネスの過程
で生じた、著作権、特許権、商標
権などの知的財産権に関わる紛争
について、調停委員会の助言や見

詳細はこちら﻿

解を得て、話し合いによ
る簡易・迅速な解決を図
る手続きです。

相続に関する講演会 
相談会を開催します

　盛岡地方法務局では、６年４月１
日から相続登記の申請が義務化さ
れることに伴い、相続に関する疑問
解消のために、県司法書士会や県土
地家屋調査士会と連携し、講演会と
相談会（要予約）を開きます。
■日時　１１月２８日㈫　▶講演会①

「相続登記の申請義務化」　午後1
時半から2時まで　▶講演会②「自
筆証書遺言書保管制度」　午後２
時10分から２時40分まで　▶相談
会　午後1時半から3時半まで
■場所　盛岡地方法務局
■相談予約・問い合わせ先　同局

（☎019-624-9852）

詳細はこちら﻿

■問い合わせ先　同セン
ター県支部（☎019-654-
7006）　 手作りのしめ飾りで 

新年を迎えませんか
　市シルバー人材センターでは、
しめ飾り講習会の参加者を募集し
ています。定員２５人（先着順）。
■日時　12月13日㈬午後１時半
から
■場所　同センター（旧松野保育
所）
■予約期限　12月6日㈬

■予約・問い合わせ先　同セン
ター（☎68-7847）

インボイス制度説明会
登録要否相談会を開催

　盛岡税務署では、インボイス制
度説明会を行い、希望者を対象に
登録要否相談会を開きます。
■日時　 ①11月22日㈬　 ②12月
20日㈬　いずれも　▶個人事業主
午前10時から正午まで　▶法人
午後１時半から3時半まで
■場所　同署３階
■定員　時間帯ごとに20人
■申込期限　①11月17日㈮　②12
月15日㈮
■申し込み・問い合わせ先　同署
▶個人事業主　個人課税第一部門

（☎019-622-6217）　▶法人　法人
課税第一部門（☎019-622-6237）

高齢者の心配事・認知症 
なんでも相談してみよう

　県高齢者総合支援センターで
は、高齢者の総合相談事業を行っ
ています。
◎シルバー110 番

高齢者なんでも相談のほか、法
律や認知症の相談は専門家が直接
面談に応じます。
■相談時間　▶一般相談　月・
水・金曜日（祝日、年末年始を除
く）の午前９時から午後５時まで
▶専門相談（法律）　第３金曜日の
午前９時から正午まで ▶専門
相談（認知症）第4水曜日の午後1
時半から４時半まで
■専門相談面談予約・相談先　同
センター（☎019-625-0110）

誹謗中傷・暴力・いじめ 
ひとりで悩まず電話して

　法務省では「女性の人権ホットラ
イン」を、11月１５日㈬から２１日㈫ま
での平日は、午前８時半から午後７
時まで延長。土・日曜日も午前１０時
から午後５時まで受け付けます。

詳細はこちら﻿

■相談電話　0570-070-
810※インターネットでも
相談を受け付けています。
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【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

（9月届け出分）

※掲載は届け出順で、届け出人が希望した場合だけ載せています（敬称略）。
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　相撲部 部長

田村 昂
こ う だ い

大さん
（普通科３年：西根一中出身）

北海道インターハイで相手選手に立ち向かう
田村さん（左）（８月４日、北海道北斗市）
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創立７５周年目の紫
しくん さ い

薫祭を開催

平高noteは
こちら﻿から

平高HPは
こちら﻿から

平高公認キャラクター

「平
ひらまる

丸くん」

■人口の動き【９月30日現在　（　）は前月比】
地 区 人 口 世 帯 数
西 根 14,452（－16） 6,319（＋2）
松 尾 5,390（＋26） 2,576（＋35）
安 代 3，769（－1） 1,719（＋2）
合 計 23,611（＋9） 10,614（＋39）
男 性 11,391（＋13）
女 性 12,220（－4）

出生 3 死亡 23
転入 68 転出 39

項 目 9月 １月からの累計

人身事故 1（１） 19（16）
物損事故 32（34） 341（330）
負 傷 者 1（1） 21（28）
死 者 0（0） 0（1）
飲酒運転 0（0） 4（0）
火 災 0（2） 2（13）
救 急 110（106） 1,030（1,039）

■交通事故発生件数など　（　）は前年同月の数

健やかに

（行政区・性別・保護者）

安らかに安らかに

　１０月１４・１５の両日、平高の一大行事である紫薫
祭を開きました。創立75周年となる本年は、２日
目の一般公開を3年ぶりに入場制限なしで行い、
保護者だけでなく地域の人や同窓生、中学生など
多くの人に来場していただきました。
　今年度は「my passion～一人ひとりの輝き～」

をテーマに掲げ、生徒
は一人一人が主役と
なって、展示部門・ス
テージ部門・模擬店の
それぞれで活躍。来場
者を心からおもてなし
することができまし
た。昨年度は行われな家政科学科による展示の様子

かった生徒会執行部によるスタンプラリーや
PTA青空市、同窓会展示、３年生による模擬店な
どが紫薫祭をさらに盛り上げました。また、両日
行われたステージ部門の吹奏楽部の発表には、
OBやOGに千葉校長も加わり、迫力のある演奏会
となりました。
　新生徒会長の阿部颯

そ う た

太さんは「３年ぶりに一般の
人を招くことができて喜ばしい。お化け屋敷や模擬
店など３年生による企画が特に人気で、来年は、さ
らににぎわいのあ
る紫薫祭になるよ
う精一杯努力して
いきたい」と期待
を込めました。
　来年の紫薫祭も
乞うご期待です。 吹奏楽部によるステージ発表
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食
生
活
改
善
推
進
員
に
料
理
教
室
な
ど
を
依
頼
す
る
場
合
は
健
康
福
祉
課
ま
で
。
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松尾鉱山資料館　TEL 78-2598

� 図書館　TEL 75-1700
松尾コミュニティセンター図書室　TEL 76-3235
荒屋コミュニティセンター図書室　TEL 72-2505

図書館図書館だよりだより
L I B R A R Y

作
り
方

今月は

- 材 料 -

① 

か
ぼ
ち
ゃ
は
ゆ
で
て
つ
ぶ
す
。

② 

ホ
ウ
レ
ン
草
は
ゆ
で
て
水
20
㏄
を
加

え
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
る
。

③ 

す
い
と
ん
粉
に
塩
を
加
え
て
３
等
分

し
、
そ
の
う
ち
１
つ
目
に
①
、
２
つ
目
に

　
三
色
ひ
っ
つ
み

　

市
の
郷
土
料
理
で
あ
る
ひ
っ
つ
み
の
生

地
に
、
地
場
産
の
野
菜
を
入
れ
た
、
目
で

も
楽
し
め
る
料
理
で
す
。
生
地
に
加
え
る

水
分
量
を
減
ら
す
と
、
う
ど
ん
に
ア
レ
ン

ジ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

60
調理時間
約

分
-１人当たり -

320kcal/塩分 2.0ｇ

- 今月の担当 -
田頭・寺田地区の皆さん

②
を
加
え
る
。

④ 

③
に
水
を
少
し
ず
つ
加
え
て
３
種

類
の
ひ
っ
つ
み
の
生
地
を
作
る
。

⑤ 

手
に
水
を
つ
け
な
が
ら
④
の
生
地

を
薄
く
延
ば
し
て
食
べ
や
す
い
大
き
さ

に
ち
ぎ
り
、
下
ゆ
で
す
る
。
ゆ
で
た
ら

氷
水
に
さ
ら
す
。

⑥ 

大
根
、
ニ
ン
ジ
ン
、
油
揚
げ
は
短
冊

切
り
、
ゴ
ボ
ウ
は
さ
さ
が
き
、
シ
メ
ジ
は

小
分
け
、
鶏
肉
は
一
口
大
に
切
る
。

⑦ 

鍋
に
だ
し
汁
と
⑥
を
入
れ
て
煮
込

み
、
め
ん
つ
ゆ
で
味
付
け
を
す
る
。

⑧ 

⑤
の
ひ
っ
つ
み
と
斜
め
薄
切
り
に

し
た
長
ネ
ギ
を
入
れ
る
。

【4人分】
☆かぼちゃ…60g
☆ホウレン草…10g
☆すいとん粉…60 ｇ×３
☆塩…ひとつまみ
☆水…適宜
☆煮干しだし…１ℓ
☆大根・ニンジン・ゴボウ
　…各60g
☆油揚げ…１枚
☆シメジ…80g
☆鶏肉…160g
☆長ネギ…１本
☆めんつゆ…適宜

東大更駅

　昭和35年12月１日に、気動車専用の駅とし
て小屋の畑駅、秋田県の陸中大里駅とともに
開業された東大更駅。
　ホームと待合室の簡素な駅ですが、地元の
人が清掃奉仕活動を行うなど地域で大切に守
られてきた駅です。駅から徒歩15分ほどのと
ころには、花輪線唯一のトラス橋（三角形の部
材で構成され、変形しにくい構造の橋）である

「赤川橋りょう」があり、岩手山を背景に木々
の間を通り橋を渡ってくる車両を見ることが
できます。
　のんびり散策しながら、のどかな風景を見
に行きませんか。

東大更駅で下車して風景を楽しむ

　JR花輪線の魅力と駅周辺の見どころを紹介。
列車に揺られて、のんびりと市内の名所を楽し
んでみませんか。

第５回目は

東
大
更
駅

赤川橋りょう

岡村公民館

市消防団
第２分団屯所

　東大更駅のホームから
は、正面に岩手山、左手に
姫神山を望むことができ
ます。

ホームから見た
姫神山

■■■　クリスマスのイベント情報　■■■
◆クリスマスお話会スペシャル！

『ぬまの１００かいだてのいえ』
作／いわいとしお、出版社／偕成社

◆新着ピックアップ

　ある日、オタマジャクシのウ
ズたちがくらす沼に大きな岩が
落ちてきて沼をふさいでしまい
ました。ウズは助けを求めに沼
の底へ向かいますが・・・。
　大人気絵本「100かいだてのい
え」シリーズ最新作です。

　盛岡市で活動する「おはなしボランティアぐるーぷ・
ねこの手」のみなさんが送るスペシャルお話会。図書館
で一足早いクリスマスを一緒に楽しみましょう。
▶日時　12月17日㈰　午前11時から正午まで
▶会場　市立図書館　お話室
▶内容　手作りシアター「どんぐりと山ねこ」やス
トーリーテリングなどクリスマスと季節のお話。

◆週末クリスマスお話会
　12月の毎週末に図書館ボランティアによるクリス
マスをテーマにしたお話会を開催します。
▶開催日時
▷ 12月２日㈯、16日㈯、23日㈯
　午後２時半から３時まで

▷ 12月３日㈰、10日㈰、24日㈰
　午前11時から11時半まで
▷ 12月９日㈯午前11時から11時半までと
　　　　　　 午後２時半から３時までの２回
▶会場　図書館お話室

資料館ＨＰはこちら﻿

結婚式会場にもなった憩いの場「松
しょうざん

山ルーム」

屋敷台にあった第二松山ルーム

　松尾鉱業㈱は、大正13（1924）年に鉱山従業員の娯
楽の場として、事務所北西側に「倶楽部」という名の
集会所を設けました。倶楽部には碁・将棋盤が備え
られたほかビリヤード場も設置されました。また同
15（1926）年には、ラジオが備えられました。これが
のちに従業員に広く親しまれる松山ルームの始ま
りです。

　昭和に入ると1階は
食堂で、2 階が倶楽部の
形になり、昭和27（1952）
年には「松山ルーム」と
名が改められ、従業員の
娯楽のほか冠婚葬祭や
集会の場として広く利
用されるようになりま

す。麓の屋敷台（柏台）で
も同様の施設が欲しい
という希望がかない、同
28（1953）年1月「第 2 松
山ルーム」が開設されま
した。どちらの松山ルー
ムも会社の厚生課が管
理し、特に結婚式にあっ
ては、生活改善の一環としてその簡素化を推奨。見栄
や因習にとらわれて本人や親が過度な負担にならない
ようにとの考えから、松山ルームで挙行する場合は、
必要な婚礼用衣裳や調度品を貸し出すこととし、披露
宴は会費制にしました。実際にモデル結婚式を行い見
学もしてもらうと、簡素ながらも充実した内容に次第
に利用する人も増え、「鉱山式結婚式」と呼ばれるよう
になりました。特に鉱山で生まれ育った人たちには郷
里での結婚式ということで大変喜ばれました。昭和27年10月のモデル結婚式の様子﻿

図書館ＨＰはこちら﻿
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皆さんからの情報をお寄せください。
企画財政課広報広聴係（☎・内線１２02）

みんなが主役

環境・衛生
ワンポイント

市民課

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

　

環
境
衛
生
係　

☎
・
内
線
１
０
７
１

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

９月30日で市内の交通死亡事故ゼロ
500日を達成し、市が県交通安全対策
協議会から表彰（10月４日、市役所）

佐佐木ジャッキー氏がLGBTにつ
いて自身の体験を交えて講演（９
月30日、西根地区市民センター）

●ポイント11
犬
・
猫
な
ど
ペ
ッ
ト
の
飼
育

基
本
的
な
マ
ナ
ー
を
守
ろ
う

家
電
４
品
目
は
解
体
せ
ず
に

適
正
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い

　
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
な
ど
か
ら
灯
油
を
小
分

け
す
る
時
は
、
絶
対
に
そ
の
場
を
離
れ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

配
管
の
場
所
に
目
印
を

　
除
雪
に
よ
る
配
管
の
破
損
を
防
ぐ
た
め

に
、
目
印
を
立
て
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

落
雪
に
注
意

　
屋
根
か
ら
の
落
雪
に
よ
る
配
管
破
損
や

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
転
倒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫（
冷
凍

庫
）、
洗
濯
機（
衣
類
乾
燥
機
）の
家
電
４

品
目
を
自
力
で
解
体
し
、
燃
え
な
い
ご
み

と
し
て
集
積
所
へ
出
し
た
り
、
他
の
ご
み

と
混
ぜ
て
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込
も
う

と
す
る
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

以
前
か
ら
お
知
ら
せ
し
て
い
る
と
お

り
、
こ
の
４
品
目
は
、
廃
棄
物
の
減
量
と

資
源
の
有
効
利
用
を
目
的
と
し
た
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
法
に
よ
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
自
ら
解

体
す
る
行
為
は
違
法
で
す
の
で
、
適
正
に

そ
の
場
を
離
れ
な
い

リ
サ
イ
ク
ル
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ご
み
集
積
所
へ
出
さ
れ
る
ご
み

も
、
適
切
な
分
別
が
な
さ
れ
て
い
な
い
も

の
が
散
見
さ
れ
ま
す
。
燃
え
る
ご
み
へ
の

金
属
類
の
混
入
な
ど
は
設
備
故
障
の
原
因

と
な
り
、
修
繕
に
は
多
額
の
費
用
が
か
か

り
ま
す
。
こ
の
間
、
ご
み
の
受
け
入
れ
が

で
き
ず
、
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
が
出

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
ご
み
の
正
し
い

分
け
方・
出
し
方
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
中
身
が
見
え
な
い
袋
に
入
れ
て

清
掃
セ
ン
タ
ー
に
直
接
搬
入
さ
れ
る
ご
み

は
、
袋
を
開
け
て
中
身
を
確
認
し
ま
す
。

冬
期
間
に
油
流
出
事
故
多
発

処
理
費
用
は
自
己
負
担
で
す

　
人
の
家
の
前
や
公
園
、
道
路
脇
に
犬
の

フ
ン
が
放
置
さ
れ
て
い
る
な
ど
の
苦
情
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
犬
の
散
歩
を
す
る

時
は
、ビ
ニ
ー
ル
袋
と
ス
コ
ッ
プ
を
持
ち
、

フ
ン
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

フ
ン
を
放
置
し
な
い

　

他
人
の
家
の
塀
や
門
な
ど
に
オ
シ
ッ

コ
を
さ
せ
る
の
も
マ
ナ
ー
違
反
で
す
。

マ
ー
キ
ン
グ
を
習
性
だ
か
ら
と
放
置
せ

ず
、
自
宅
で
排
泄
す
る
よ
う
に
し
つ
け
を

排
泄
場
所
を
し
つ
け
る

　
冬
期
間
は
油
の
流
出
事
故
が
多
発
し
ま

す
。
そ
の
多
く
は
少
し
の
注
意
で
防
げ
た

も
の
で
す
。
万
が
一
、
油
の
流
出
事
故
が

発
生
し
た
場
合
、
処
理
費
用
は
原
因
者
が

費
用
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
油
流

出
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
次
の
点
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

定
期
点
検
を
行
う

　
配
管
や
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
定
期
点
検
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

●ポイント２２

●ポイント11●ポイント２２●ポイント３３ 行
い
、
散
歩
に
連
れ
出
す
よ
う
に
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

●ポイント４４

西根中男子＝澤口煌己さんにタスキをつなぐ藤澤蒼弥さん

西根中女子＝田村都珠さんからタスキを受け取る工藤心花さん

県中駅伝で市中学生が奮闘
西根男子13位、女子は15位、松尾男子は38位

　第38回県中学校駅伝競走大会は９月29日、花巻市日
居城野運動公園で行われ、市内からは西根中の男・女、
松尾中男子の２校３チームが出場。男子は西根中が13
位、松尾中が38位、女子は西根中が15位と、上位大会へ
の出場権獲得はなりませんでしたが、選手は全力で走
り抜きました。男子１区を走った藤澤蒼

そ う や

弥さん（西根中
３年）は「仲間と声を掛け合い練習に取り組んできた。
残る２年生も力があるので、悔しさをばねに練習し、
来年の大会に臨んでほしい」と、想いを託しました。

式典参加者に記念の盾を披露するスティーブン校長代理（左）ら

秋晴れの下、県内各地の愛好家がは
つらつプレー（10月22日、八幡平ねん
りんピックグラウンド・ゴルフ大会）

地域に開かれた学校に
ハロウ安比校が開校１年を迎え記念の式典

　昨年８月29日に開校したハロウ安比校は 10月20日、
開校から１年を迎えたことを祝う式典を行いました。
　式典には、生徒のほか保護者や関係者など約１２０人が
参加。英国ハロウ校から贈られた記念の紋章や盾が披
露されたほか、生徒による合奏などに加え、岩手大の
学生がさんさ踊りを演舞し式典を盛り上げました。
　スティーブン・トン校長代理は「生徒が切磋琢磨す
る機会を多く設けてきた。これを地域と一緒に行えば
とてもいい経験になる」と今後に意欲を示しました。
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皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1202まで。

ＩCＴが開く地域の未来
過疎地の医療をＤＸで持続可能に変革

オンライン診療などの取り組みに聞き入る参加者

　産学官の連携で過疎地域特有の問題に最先端技術を
活用して取り組む市メディテックバレープロジェクト
のシンポジウムは９月26日、市役所多目的ホール棟で
開かれ、市内外から約90人が参加しました。
　シンポジウムでは市立病院の望月泉

いずみ

統括院長など４
人が講演。オンライン診療の現状や、ドローンによる処
方薬配送の実証実験などが紹介されました。参加した
待
ま ち で ら

寺翼
つばさ

さんは「物流などに興味があり参加した。想像以
上に状況は進んでいると感じた」と驚いた様子でした。

安代小と田山小の児童が、リンドウの
開発や出荷を支える市内の各施設を見
学（10月11日、りんどう学習「花育」）

漆を手作業で精製する「手グロメ」
製法を学んだ（9月30日、安代漆工
技術研究センター）

聴く人の心に届く合唱に
文化祭の合唱発表に向け技術や表現方法を学ぶ

村松さん（中央手前）と共に体全体で表現して歌う生徒

　（公財）日本教育公務員弘済会岩手支部は１０月４日、
不来方高音楽部を８度の日本一に導いた村松玲

れ い こ

子さん
を安代中に招き、合唱の特別授業を行いました。
　村松さんは、生徒が文化祭で発表する合唱曲を指
導。ユーモアを交えながら合唱の楽しさを伝えました。
　生徒会長の杉本海

か い せ い

晟さん（３年）は「ジェスチャー
やステップなど考えたことがない方法で練習した。
文化祭では学んだことを発揮してきれいな合唱にし
たい」と意気込みました。

作品展示のほか、最終日には福祉
作業所などの出店でにぎわう（10月
12～14日、市福祉まつり）

恒久平和への願い新たに
戦没者８３７人の英霊に追悼の意をささげる

　市戦没者追悼式は１０月１１日、遺族ら７５人が参列し
西根地区市民センターで行われました。
　佐々木孝弘市長は「先の大戦での教訓を深く胸に
刻み、明日を生きる世代のために幸せと平和を願い
市の未来を築いていく」と式辞を述べました。
　市内遺族会を代表し追悼の言葉を述べた三浦寅

と ら お

男
さん（田山遺族会会長）は「今の平和と繁栄が尊い命の
上に築かれていることを忘れず、戦争の悲惨さと平和
の尊さを後世に伝えていく」と誓いを新たにしました。 戦没者の冥福を祈り祭壇に献花する参列者

人権擁護委員が人間関係の相談が
テーマの寸劇を披露し、個人の権
利を啓発（10月21日、平舘コミセン）

親しみやすい曲を披露し会場を盛り上げる八幡平吹奏楽団

会場に響くハーモニー
市芸術祭で日ごろの成果を堂々披露

黄金色のヒメノモチを収穫
平笠小の児童が秋のみのりを刈り取り体験

　 平笠小の３年生から６年生27人は９月29日、同校
近くの田んぼで稲刈りとはせ掛け作業をしました。
　使い慣れない鎌を手に、稲を慎重に刈り取っていた
児童も、徐々にこつをつかんで次々と収穫。はせ掛け
作業の傍ら、額に汗をかきながらこぼれた稲穂を拾う
姿も見られ、米を育てる大変さを体験しました。
　濱畑夢

ゆ め か

珂さん（６年）は「稲刈り作業はみんなで楽
しくできたけど、刈った稲を束にして結ぶところが
難しかった」と笑顔を見せました。刈り取った稲穂を腕いっぱいに抱えて運ぶ児童

病害虫対策の話に熱心に耳を傾ける参加者

産地の取り組みを情報交換
りんどう生産者のサミットを初めて開催

　第1回りんどうサミット（新岩手農業協同組合主
催）は10月11日、安代地区で開かれました。
　サミットには生産者など関係者が全国から約130
人が参加。市内のりんどう施設などを見学したほか、
交流会も開かれ、それぞれの産地が抱える課題や取
り組みなどの情報交換を行いました。
　八幡平花き生産部会部会長の齊藤正

ま さ き

樹さんは「り
んどう農家同士の交流が生まれ、新しいビジネスや
問題解決のきっかけになれば」と力を込めました。

　市芸術祭は西根地区市民センターを会場に、１０月21、
22の両日に舞台部門、28、29の両日に展示部門がそれ
ぞれ開かれました。
　舞台部門には約430人が来場し、市内音楽団体や芸能
団体など21団体・個人による演奏や合唱、演技を堪能。
各出演団体が日ごろの成果を堂々と発表すると、盛大
な拍手を送りました。また、作品展示部門には約992点
の作品が展示され、来場者は丹精込めて仕上げられた
作品に、熱心に見入っていました。

駅の歴史を振り返る展示会に向け
地域住民が駅舎の改装や壁面塗装
を行った（10月21日、荒屋新町駅）
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平成17年生まれ。盛岡市出身。平舘高相撲部
主将。身長172㌢、体重96㌔　両親と兄の４
人家族。平日は市内の祖父母の家から通学。
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集中力を極限まで高め、立ち合いま
での呼吸を合わせる工藤さん（左）
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